第16回　L-band RF電子銃開発グループ会合

日程：2009年12月15日

時間:　13時30分より15時30分

接続: ビデオ（52869) + WEBEX

出席者：杉本、加藤、磯山（阪大会場）、柏木、杉山、高富、浦川、早野（KEK会場）、飯島、久保、栗木（広島会場）

◯栗木よりIAPでのレーザー開発視察について報告があった。Yb fiber baseのオシレーターとNd:YLFのアンプ部からなり、0.9msの2.7MHz繰り返し、ミクロパルスエネルギー1.9mJとパワー的には1%QEで3.2nC発生可能であることが確認できた。

Q：AOMのトリガーは外部から入力可か？

A：現状では外部からTTLでタイミングモジュールにトリガーを入力する。そのモジュールから信号が送られている。外部から同期してAOMに直接入れることも可能だ。

Q：電源仕様は？

A：基本的にはロシアコンセント（Cタイプ）の200Vである。オシロ等はユニバーサル電源であった。（追加情報：ロシアは50Hzが標準）

Q：KEKで準備するものは？

A：光学テーブルの他、パワーメーター、高速オシロ、IR viewer, Night scope, 防護メガネ、UVフィルター等である。リストにまとめてあるので、順次用意する。

Q：輸入事務等については豊田通商扱いか？

A：通関事務などは全て豊田通商が取り扱うことになる。書類上は豊田通商とKEKの取引である。

◯栗木より、DESYでのKlaus Flöttmann氏との議論等について報告があった。

空洞の設計について、βは1.0で、ガスケットの厚みで調整する。温度については基本的に平衡状態を仮定して設計されている。また、1msのRFパルス内安定性はSUSシェルによる空洞剛性の向上により対応している。

Q：冷却水の入りと出の温度上昇はどれくらか？

A：DESY側も継続的に計測はしていないようだ。（追加情報：TTF2-RFGunで、25kWの平均パワーに外挿すると、冷却水の入りと出の差はおよそ4.1度Cと予想される。アイリス部と冷却水との温度差は20度C程度となる。Tesla-note 2003-22）

Q：何世代目の空洞か？

A：三世代目か四世代目だと思う。

C: おそらく四世代目だろう（磯山）。

Q：現在ラインに入っているのは、ウォーターチャンネルは分かれているものか？

A：写真からは確認できないが、別のものだと思う。

Q：写真の銃は新しいものか？

A：古いものだと思う。次回運転時には新しいGunと入れ替えるものと思う。

Q：空洞の右の写真はどこか？

A：カップラー部を下流側から撮ったものである。

◯柏木氏より、空洞設計について現状報告があった。下流側端板の冷却水チャンネル数を二本とし、胴部を九本とした。また、端板部のチャンネル形状を加工上の容易さから矩形とした。

Q：本体はどこでいくつに分割するのか？

A：DESYは三分割しているが、阪大は現状では四分割を考えている。検討を継続している。

Q：SUSのシェルは使用しないのか？

A：DESYの空洞よりも冷却能力を向上させ、温度勾配などを抑えるなど設計思想が異なる。現状では必要ないと考えている。

次回ミーティングは2010年1月20日（水）13時30分より

文責：栗木　　　

